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令和 5 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 5 年 5 月 22 日（月）18 時 30 分～20 時 30 分  

開催場所 美又まちづくりセンター 参加人数 18 

出席議員 川上幾雄、岡本正友、西田清久 議長 ○ 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】子どもたちと地域の関わりについて 

〇子供の現状 

・保育園や学校が地域の拠点となっていた 

・戸数の減少とともに子供も減少 

・若者の留まる、居たいと思える魅力が乏しい 

〇地域課題 

・娯楽、遊び場が狭い 

・子供というより町内会継続が不安 

【福祉環境】健康について 

〇食事について 

・塩分の取りすぎに気を付けている 

〇憩いの場・外出について 

・相乗りタクシー活用で家から出て他者との関わり増 

・シルバーカーの補助があれば活用して外出が可能 

〇健康づくりについて 

・浜田弁でするラジオ体操で笑いと健康づくり 

・無線放送で毎日ラジオ体操を流してはどうか 

・多くの高齢者が参加できる運動を考案しては 

・美又温泉を活用して『湯道』による健康づくり 

【産業建設】農業・林業・漁業の問題点と希望について 

〇農地について 

・草刈の労働が不足、協働作業の検討が必要 

・圃場周辺の支障木を除去する手助けが欲しい 

・認定農業者以外へも機械購入時の補助が欲しい 

〇その他（道路） 

・不法投棄防止、側溝の清掃、支障木除去のためパトロール

と維持管理を強化してほしい 
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自由意見 

【回答したもの】※回答概要も記載 

〇観光について 

 ・残土処理場の活用にドッグランの案を  

 ・インフラの整備（パーキングへトイレ、遊歩道） 

 ※美又地域再開発事業に加える必要性は高いと回答 

〇草刈残渣について 

・残渣処理が可能な処理場が必要 

※たい肥化も要素として検討が必要と回答 

〇前向きな意見 

 ・子供とのふれあいで大人が元気を 

 ・美又ならでの民具伝承館を会館、手にとり体験 

 ・美又温泉に遊具があれば子供連れが来場する 

 ※再開発計画に加える必要性は高いと回答 

【持ち帰るもの】 

・若者の留まる、居たいと思える魅力の創出（総務） 

・シルバーカー補助の充実（福祉） 

・無線放送でのラジオ体操実施（総務） 

・草刈・支障木除去への手助け（産業） 

・認定農業以外へ手厚い補助（産業） 

・草刈残渣のたい肥化施設の検討（産業） 

・美又再開発計画への要望（残土処理場へのドッグラン、パ

ーキングへトイレ、遊具の設置） （産業） 

 

 

   令和 5 年 6 月 2 日 議会広報広聴委員  川上 幾雄 


